
若年性認知症患者と家族を支える

社会資源と支援の実際

～岡山ひだまりの里病院の実践を踏まえて～

岡山ひだまりの里病院

精神保健福祉士

加嶋 夏代



現場で感じる診断後のサポートの重要性

早期治療 早期サポート

物忘れを感じる

こここここここ

本人 家族

信頼して過ごせる場 家族教室（心理教育）

個別支援

（外来訪問）

早期受診・早期診断



これから

どうして

いったら

いいのか不安。

できにくくなっている事、できる事の評価や身

体機能の評価と福祉用具等の助言をします

外来診療栄養指導

外来作業療法

家族教室

きぼうのわ（ピアサポート）
若年性、初期の方同士がやりたい事に

チャレンジしたり、思いを共有する場です

デイケア

外来訪問看護

制度等の相談支援

作業療法士による評価

ご自宅を訪問して本人の日常の様子の

把握や必要な助言を行ないます

食事について管理栄養士が

アドバイスをします

個別の認知症リハビリを

行います

病気について学んだり、

対応方法の理解を深める場です

当院外来サービス利用を通じて、他のサービスや支援にもつなげ、

ご本人、介護者の生活が安定するようサポートしていきます。

多くのサポートで

本人も家族も元気に。

岡山ひだまりの里病院 外来資料

当院が外来で

提供するサービス





高齢で発症する人にとっても、

若年性で発症する人にとっても、

基本的サポートは同じ。

現場で感じる診断後のサポートの重要性

早期治療 早期サポート

物忘れを感じる

こここここここ

認知症カフェ

本人 家族

当事者発信

信頼して過ごせる場 家族教室（心理教育）

個別支援

（外来訪問）
伴走型支援事業

～相談支援～

早期受診・早期診断



当事者の思い
ピアサポート活動の場

（きぼうのわ）



～岡山ひだまりの里病院の実践から～

若年性認知症の方に必要なサポート(伴走型で）

若年性認知症

の方に必要な

サポート

経済面

就労

病気の

受容

居場所

家族

- 告知サポート

- ピアサポート（当事者につなげる ）

- 介護サービス前の居場所

- 主体的に活躍や活動ができる場へ

- 心理的サポート

- キーパーソンのサポート

- 子どものサポート

- 障害年金等のサポート

- 手帳や医療費に関する制度紹介

- 就労継続サポート

- 就労が困難となった際のサポート

 （ 自己決定を大切に）



ソフトランディングを意識した若年性認知症の方のサポート

主体的かつ社会とつながる活動の場
一般就労継続支援

福祉的就労支援
介護保険

サービス

職場担当

との面接

本人の意思決定に

よる就労の区切り

OR

次の「場」を

本人と検討

（今後の生活の

検討含む）

病気の受容

をサポート

当事者としての発信活動

「きぼうのわ」等でのピア活動

認知症カフェでの活動

その他やりたい事へのチャレンジ

本人の持つ力の発揮・主体性を大切に

他の医療機関から

本
人
と
の
対
話
を
重
ね

移
行
支
援

当

院

初

診

・

診

断

ここここここここここここここここここここ こ

若年性認知症コーディネーターの方から

介護保険サービス

インフォーマル

サービス

空白の期間にならないように…

時間の流れ→
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